
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

首
都
直
下
地
震
対
策
に
つ
い
て
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専
門
定
型
業
務
の
外
部
化
を
問
う

【
問
】
①
来
年
度
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
業
務
の
民
間
委
託
に
あ
た
り
、

現
在
と
比
べ
職
員
、
経
費
は
ど
の
く

ら
い
削
減
で
き
る
の
か
。 

②
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、
会

計
管
理
業
務
の
委
託
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
そ
の
経
費
削
減
効
果
を
伺
う
。 

③
他
の
外
部
化
は
考
え
て
い
る
の
か
。

【
区
民
】
①
現
段
階
の
試
算
で
、
平

成
27
年
度
は
現
在
105
名
の
職
員
に
対

し
、
50
名
程
度
の
削
減
を
予
定
し
て

い
る
。
最
終
段
階
で
は
、
定
数
の
約

８
割
か
ら
９
割
、
経
費
で
は
年
間
最

大
で
８
千
万
円
程
度
の
コ
ス
ト
削
減

を
目
指
し
て
い
る
。

【
政
策
経
営
】
②
平
成
25
年
度
に
委

託
事
業
者
を
決
定
し
、
今
後
、
段
階

的
に
業
務
委
託
を
進
め
て
い
く
。 

　

３
業
務
で
の
経
費
削
減
効
果
は
最

終
段
階
で
は
、
年
間
１
億
２
千
万
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。 

③
効
果
が
認
め
ら
れ
る
業
務
に
つ
い

て
は
、
聖
域
を
設
け
ず
、
積
極
的
に

外
部
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

防
災
無
線
の
難
聴
地
域
解
消
策
を

【
問
】
防
災
行
政
無
線
の
難
聴
地
域

解
消
の
た
め
、
音
達
距
離
500
ｍ
の
高

性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
を
順
次
導
入
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。
特
に
河
川
敷

へ
の
災
害
情
報
伝
達
の
新
た
な
方
法

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
危
機
管
理
】
平
成
28
年
度
か
ら
整

備
を
想
定
し
て
い
る
防
災
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
に
合
わ
せ
河
川
敷
向
け
も
含

め
検
討
し
て
い
く
。

千
住
大
橋
地
区
開
発
の
影
響
は

【
問
】
千
住
大
橋
地
区
で
の
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
の
予
定
、
学
校
施
設
や
保

育
園
へ
の
影
響
と
対
策
を
伺
う
。

【
学
校
教
育
】
約
１
千
戸
の
供
給
予

定
が
あ
り
、
小
学
校
施
設
へ
の
影
響

は
確
実
だ
が
、
年
次
計
画
に
よ
る
詳

細
な
推
計
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
庁
内
各
部
と
の
連
携
や
開
発
者

側
と
連
絡
を
密
に
取
る
等
、
千
寿
小

学
校
を
ど
の
よ
う
な
規
模
で
い
つ
改

築
す
べ
き
か
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

　

保
育
施
設
で
は
、
来
春
以
降
の
保

育
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
待
機
児

童
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
改
定
作
業

に
お
い
て
、
開
発
に
合
わ
せ
た
保
育

施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

地
下
鉄
８
号
線
整
備
促
進
に
向
け
て

【
問
】
沿
線
自
治
体
が
連
携
し
て
、

国
土
交
通
大
臣
へ
の
要
請
活
動
を
行

っ
た
が
、
区
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
た
の
か
。
次
期
答
申
に
向
け

た
取
り
組
み
も
伺
う
。

【
鉄
道
立
体
】
地
下
鉄
８
号
線
延
伸

を
次
期
答
申
に
明
確
に
位
置
づ
け
る

こ
と
が
共
通
の
目
標
と
訴
え
、
連
携

を
呼
び
か
け
、
要
請
が
実
現
し
た
。

引
き
続
き
、
地
下
鉄
８
号
線
の
区

内
延
伸
の
明
確
な
位
置
づ
け
を
目
指

し
、
力
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
心
し
て
舎
人
公
園
通
り
の
夜
間
通

行
が
で
き
る
よ
う
な
整
備
を

【
問
】
舎
人
公
園
駅
か
ら
東
側
に
向

か
う
舎
人
公
園
通
り
補
助
第
261
号
線

で
は
、
道
路
照
明
は
あ
る
が
、
後
背

地
で
あ
る
公
園
内
は
樹
木
の
た
め
暗

闇
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

夜
間
通
行
す
る
区
民
が
不
安
を
感
じ

て
い
る
が
、
樹
木
の
剪
定
や
公
園
灯

の
増
設
を
考
え
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
都
市
建
設
】
区
と
し
て
、
通
り
沿

い
の
公
園
内
樹
木
の
剪
定
や
照
明
灯

の
増
設
を
早
急
に
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
整
備
さ
れ
る
舎
人
公

園
Ｃ
地
区
で
は
、
舎
人
公
園
通
り
の

歩
行
者
に
も
配
慮
し
た
公
園
灯
及
び

樹
木
の
配
置
等
を
協
議
し
て
い
く
。

舎
人
公
園
利
活
用
の
促
進
策
を
問
う

【
問
】
①
舎
人
公
園
陸
上
競
技
場
の

ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備
の
設
置
と
人
工

芝
化
の
進
捗
状
況
と
予
定
を
伺
う
。

②
舎
人
公
園
駅
東
側
に
駐
輪
場
の
設

置
を
我
が
党
は
要
望
し
て
い
る
が
、

都
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を
し
て
い
る

の
か
。
進
捗
状
況
と
予
定
を
伺
う
。

【
地
域
】
①
ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備
は
、

平
成
27
年
度
に
基
本
設
計
開
始
、
29

年
度
に
工
事
、
30
年
度
か
ら
利
用
開

始
の
計
画
と
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

人
工
芝
化
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
投
て
き
競
技
の
練
習
場
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

【
都
市
建
設
】
②
現
在
、
都
と
公
園

内
の
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、
園

内
の
駐
輪
場
設
置
の
協
議
を
進
め
て 

お
り
、
２
時
間
無
料
制
度
導
入
や
100

台
程
度
の
規
模
を
計
画
し
て
い
る
。

今
後
、
詳
細
設
計
に
着
手
し
、
協
議

危機管理、道路整備、鉄道立体（＝鉄道立体推進）、市街地（＝市街地整備）、みどり（＝みどりと公園推進）、建築、会計管理、教育指導…各室長　教委長…教育委員会委員長

行
財
政
改
革
の
推
進
と

頑
張
る
子
ど
も
達
に
応
援
を
！
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が
整
え
ば
、
平
成
27
年
３
月
末
の
完

了
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
に
工
夫
を

【
問
】
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
は
、
自
宅

で
行
い
、
郵
送
す
る
方
法
が
、
生
徒

が
よ
り
安
心
し
て
本
当
の
こ
と
が
書

け
る
の
で
は
な
い
か
。
本
年
の
予
算

特
別
委
員
会
で
は
検
討
す
る
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
検
討
結
果
を
伺
う
。

【
教
育
指
導
】
今
年
度
か
ら
、
家
庭

で
記
入
し
、
封
筒
に
入
れ
た
上
で
学

校
に
提
出
す
る
方
法
に
改
め
た
。
郵

送
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
見
な
が
ら

改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

高
校
中
退
者
に
一
層
の
支
援
を

【
問
】
小
・
中
学
校
時
代
に
指
導
を

受
け
た
教
師
や
地
域
で
信
頼
関
係
の

あ
る
大
人
等
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば

相
談
相
手
と
な
る
制
度
を
つ
く
れ
な

い
か
。
中
退
者
の
特
定
は
個
人
情
報

の
た
め
難
し
い
が
、
何
ら
か
の
工
夫

で
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
昨
年
12
月
都
教
委
と

区
で
「
足
立
・
葛
飾
地
区
都
立
高
校

生
支
援
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
、

中
退
者
未
然
防
止
と
と
も
に
、
若
年

者
就
労
支
援
機
関
と
の
連
携
を
模
索

し
て
い
る
。
ご
提
案
の
制
度
の
構
築

に
は
時
間
を
要
す
る
が
、
ま
ず
は
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
策
を
構
築
で
き

る
よ
う
都
教
委
と
協
議
を
続
け
て
い

く
。
さ
ら
に
、
中
退
者
本
人
に
区
の

支
援
情
報
が
直
接
届
く
よ
う
な
方
策

を
学
校
側
に
働
き
か
け
て
い
く
。

育
英
資
金
を
も
っ
と
利
用
し
や
す
く

【
問
】
返
済
期
間
を
長
く
し
、
月
あ

た
り
の
返
済
金
額
を
少
な
く
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
経
済
的
に
困
窮
し
た
場
合
、

償
還
の
猶
予
は
認
め
ら
れ
る
が
、
猶

予
期
間
を
含
め
た
返
済
期
間
は
変
わ

ら
な
い
た
め
、
１
回
当
た
り
の
返
済

額
が
高
く
な
る
。
返
済
期
間
を
長
く

代表・一般質問を平成２６年６月
１１日、１２日、１３日に開会した
第２回定例会本会議で行いました。

代
表
・
一
般
質
問

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

各
会
派
を
代
表
す
る
議
員

が
、
区
政
全
般
に
つ
い
て

質
問
を
行
い
、
区
政
執
行

に
あ
た
る
区
長
を
は
じ
め

執
行
機
関
の
考
え
を
尋
ね

ま
し
た
。

以
下
そ
の
一
部
を
掲
載

し
ま
す
。

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
時
代
の

区
の
将
来
像
を
ど
う
描
く
の
か

【
問
】
人
口
推
計
調
査
結
果
に
よ
る 

と
、
足
立
区
に
お
い
て
も
少
子
高
齢 

化
・
人
口
減
少
社
会
化
が
現
れ
て
お 

り
、
平
成
75
年
に
は
、
人
口
が
約
43 

万
６
千
人
と
な
り
、
本
年
よ
り
23
万

人
余
の
減
少
に
な
る
と
い
う
。
20
年
、

30
年
後
の
中
長
期
的
な
区
の
目
指
す

べ
き
方
向
性
・
将
来
像
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
区
政
改
革
を
果
断
に

進
め
、
区
政
運
営
を
支
え
る
土
台
を

構
築
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
対
策

を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
健
康
長
寿
社

会
の
創
出
や
社
会
を
支
え
て
い
く
子

し
て
、
１
回
当
た
り
の
返
済
額
を
少

な
く
す
る
等
の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
旨
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
明
記

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
教
委
長
】
基
金
残
高
が
年
々
減
少

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
返
済

期
間
の
延
長
は
困
難
と
考
え
る
。
今

後
の
金
利
状
況
等
、
注
視
し
な
が
ら
、

延
長
の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
く
。

ま
た
、
返
済
期
間
中
に
経
済
的
に

困
窮
し
た
場
合
に
は
、
個
別
に
償
還

者
と
相
談
を
行
い
、
返
済
金
額
の
見

直
し
や
期
間
延
長
等
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
記
は
、

わ
か
り
や
す
く
改
善
し
て
い
く
。

貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
に
！

【
問
】
は
ば
た
き
塾
に
該
当
す
る
成

績
で
は
な
い
が
、
高
校
受
験
を
精
一

杯
頑
張
る
た
め
に
塾
に
通
い
た
い
と

願
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

し
た
、
第
２
の
は
ば
た
き
塾
を
つ
く

る
考
え
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
が
、
教
育
財
政
の
見
地
か
ら
の
判

断
も
重
要
で
あ
り
、
区
財
政
の
状
況

等
を
勘
案
し
な
が
ら
他
施
策
等
の
活

用
策
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

来
年
４
月
ス
タ
ー
ト
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
を
問
う

【
問
】
新
制
度
で
は
既
存
の
幼
稚
園

や
認
可
保
育
園
等
は
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
新
制
度
で
は
保
育
料
は
、

住
民
税
額
に
応
じ
て
国
が
定
め
る
水

準
を
限
度
と
し
て
、
市
区
町
村
が
定

め
る
と
し
て
い
る
。
区
は
保
育
料
を

ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
く
の
か
。

【
子
ど
も
】
区
内
の
教
育
、
保
育
施

設
は
、
認
証
保
育
所
の
一
部
を
除
き
、

新
制
度
の
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
移
行
で
き
な
い
認
証
保
育
所

は
、
現
行
の
都
認
証
保
育
所
制
度
に

よ
り
事
業
運
営
を
継
続
す
る
。

新
制
度
で
の
保
育
料
は
、
住
民
税

額
に
応
じ
た
料
金
体
系
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
り
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
負
担
適
正
化
審
議
会
を
開

催
し
、
内
容
を
検
討
す
る
。
審
議
会

の
答
申
を
基
に
、
第
４
回
定
例
会
で

の
条
例
改
正
提
案
を
予
定
し
て
い
る
。


